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令和４年９月２２日（木曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  渡  邉  賢  一  委員 

   ８番  古  沢  清  志  委員     ９番  佐  藤  耕  治  委員 

  １０番  太  田  芳  彦  委員    １１番  阿  部     清  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  荒  木  春  吉  委員 

  １４番  柏  倉  信  一  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  伊  藤  正  彦  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

佐 藤 志津男  教 育 長  鈴 木   隆  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  企画創成課長  小 泉   尚  財 政 課 長 

武 田 新 二  建設管理課長  猪 倉 秀 行  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

小 林 博 之  商工推進課長  山 田 良 一  
さくらんぼ観光 
課 長 

小 林 弘 之  健康福祉課長  志 鎌 重 美  子育て推進課長 

今 野 育 男  学校教育課長     

○事務局職員出席者 

東海林 茂 美  事 務 局 長  柏 倉 勝 郎  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 事  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   令和４年９月２２日（木）    決算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第４１号 令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第５号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時０３分 

 

○佐藤耕治委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○佐藤耕治委員長 日程第１、議第41号令和４年

度寒河江市一般会計補正予算（第５号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○佐藤耕治委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○佐藤耕治委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。後藤総務産業分科会委員長。 

  〔後藤健一郎総務産業分科会委員長 登壇〕 

○後藤健一郎総務産業分科会委員長 総務産業分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、９月12日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第41号第１表

中歳入全部、歳出第２款、歳出第６款から歳出

第８款まで並びに第２表並びに第３表でありま

す。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第41号令和４年度寒河江市一般会

計補正予算（第５号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第41号第１表中歳出第２款を議題と
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し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「ふるさと納税において、今年度の

月別の件数及び金額、また返礼品の種類はどの

ようになっているか。また、今年度の見通し

は」との問いがあり、当局より「確定の数字で

はありませんが、４月は約２億7,000万円で件

数が約１万6,000件、５月は約３億3,000万円で

約２万件、６月は約３億6,000万円で約２万

1,000件、７月は約２億3,000万円で約１万

3,000件、８月は約２億円で約１万1,000件とな

っており、４月から８月までの合計は約14億円

で約８万3,000件となっております。品目は、

米、さくらんぼを代表としたフルーツ、肉、酒、

乾麺等が主なもので、お米がやはり一番人気が

あります。現時点では昨年度と比べ約30％増に

なっておりますが、これからも努力してまいり

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第41号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「農業経営緊急応援事業における交

付金の対象区分はどうなっているのか」との問

いがあり、当局より「対象者は令和３年の農業

収入が100万円以上の生産農家となっており、

区分と金額は、100万円以上200万円未満の方が

交付金３万円、200万円以上500万円未満が５万

円、500万円以上1,000万円未満が７万円、

1,000万円以上の方については10万円としてお

ります。さらに、交付金の対象となる農家で認

定農業者の方についてはプラス２万円を予定し

ており、例えば1,000万円以上の収入がある認

定農業者の方ですと、10万円プラス認定農業者

２万円で合計12万円というような区分を予定し

ております。そのほか、収入が少ない新規農業

者については、最低でも５万円は交付する予定

です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第41号第１表中歳出第７款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「プレミアム付商品券の事業費が夏

よりも少ないが、年末年始のほうが需要がある

のではないか」との問いがあり、当局より「現

在行っているチェリンＰａｙのプレミアム率が

40％、紙版のほうが30％で行っておりますが、

経済状況が少しずつ上向いていることもあり、

今回はややプレミアム率を下げた形で発行した

いと考えております。また、販売数につきまし

ても、完売はしておりますが、前回販売したと

きの購入者数等も勘案した形で今回の予定数を

設定しました。販売数やプレミアム率について

は、今後、市並びに市商工会や関係団体から成

ります緊急経済対策事業実行委員会でも十分協

議して実施していきたいと考えております」と

の答弁がありました。 

  委員より「原油価格・物価高騰等影響緩和一

時支援金の金額は、売上げが１億円以上の企業

でも20万円となっているが、事業規模に応じて

いないのではないか」との問いがあり、当局よ

り「利益率５％以上の減少という要件で事業規

模により区割りをさせていただきましたが、県

では、事業規模に関係なく、一律に売上げが

30％減少した法人には10万円、個人事業主には

５万円となっております。こういった点なども

勘案した中で、事業が大きければ大きいほど影

響が大きいかと思いますが、何とかこの経済状

況を乗り切ってほしいという激励的な意味合い

も込め、今回の給付を計上させていただきまし

た」との答弁がありました。 

  委員より「観光情報発信事業のワンコインタ

クシーは非常に好評だが、観光で訪れてタクシ

ーを利用しているにもかかわらず、制度を利用
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しなかった方がいらっしゃった。さらなる有効

利用が図られるような改善策は検討しているの

か」との問いがあり、当局より「例えば、寒河

江駅のタクシー乗り場の前に「ワンコインタク

シーでと言ってください」という看板も設置し

ておりますが、そもそもその事業を知らない運

転手さんがたまたまそのとき乗務されていたと

いう場合もあると思いますので、再度タクシー

会社の方にお願いし、せっかく来ていただいた

観光客の皆さんが便利に使えるようにしてまい

りたいと思います」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第41号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第41号第２表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第41号第３表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  以上で総務産業分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○佐藤耕治委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。鈴木厚生文教分科会委員長。 

  〔鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、９月13日、委員７名出席し、開

会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第41号第１表

中歳出第３款であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  議第41号令和４年度寒河江市一般会計補正予

算（第５号）第１表中歳出第３款を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  以上で厚生文教分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○佐藤耕治委員長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第41号令和４年度寒河江市一般会

計補正予算（第５号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告はいずれも

原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第41号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前１０時１５分 



 - 177 - 

 

○佐藤耕治委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  佐 藤 耕 治 

 


